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地域
ち い き

のみなさんへ 
春
はる

がそこまで近
ちか

づき、木々
き ぎ

のつぼみがふくらみはじめました。私
わたし

たちの願
ねが

いも、地域
ちい き

のみなさんの支援
しえ ん

の動
うご

きとともにふくらんできていますことを、心
しん

からうれしく思
おも

っ

ております。みなさんから届く
とどく

声
こえ

は、百人力
ひゃくにんりき

を得
え

たような気持
き も

ちになります。 

平成
へいせい

１９年度中
ねんどちゅう

の予算
よさ ん

執行
しっこう

は残念
ざんねん

ながら実現
じつげん

しませんでした。しかし名古屋市
な ご や し

から

は「あきらめてはいない。こうした施設
しせつ

は必要
ひつよう

なので必
かなら

ず作
つく

りたい」との説明
せつめい

を受
う

け

ています。そして平成
へいせい

２０年度
ねん ど

の補正
ほせ い

予算
よさ ん

に必
かなら

ずあげられるようめざしております。 

私
わたし

たちは、みなさんのご理解
りかい

をいただけますよう地道
じみち

に、そして、このチラシ「地域
ちいき

とともに」の中
なか

で障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

するご支援
しえ ん

や誰
だれ

もが安心
あんしん

して暮
く

らせる地域
ちい き

をみなさまと

一緒
いっしょ

に創
つく

っていけるよう呼
よ

びかけてまいります。 
地域の中で困ったときに支え合えるよう、ともに生きていける街となるよう、セミ

ナーの開催を通して、みなさまと共に考える機会としたいと願っております。 

 

地域
ち い き

福祉
ふ く し

セミナーを開催
かいさい

します 
 ＡＪＵ自立

じり つ

の家
いえ

では、地域
ちい き

の支援者
しえんしゃ

と外部
がい ぶ

の障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

の協 力
きょうりょく

により、「ともに生
い

きる地域
ちい き

福祉
ふく し

を

考
かんが

える」をテーマに、４月
がつ

から３回
かい

にわたって地域
ちい き

福祉
ふく し

セミナーを開催
かいさい

いたします。 

 このセミナーは障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、高齢者
こうれいしゃ

も、誰
だれ

もが、住
す

み慣
な

れた地域
ちい き

でよりよい人生
じんせい

を送
おく

る

ためにどうしたらよいか、また、当事者
とうじしゃ

と地域
ちい き

のみなさんが協 力
きょうりょく

して「ともに生
い

きる社会
しゃかい

」をどのよ

うに実現
じつげん

していくか、みなさんと一緒
いっしょ

に考
かんが

えたいと企画
きか く

いたしました。 

第１回 ともに生きる社会と地域の安全・安心 
と き 平成

へいせい

２０年
ねん

４月
がつ

２６日
にち

（土
ど

） １３：３０～１６：３０ 

ところ 高齢者就業支援
こうれいしゃしゅうぎょうしえん

センター 大会議室
だいかいぎしつ

（５Ｆ） 

内
ない

 容
よう

 基調
きちょう

講演
こうえん

「共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

を創
つく

る」中田
なか た

 實
みのる

氏
し

（愛知江南短期大学学長
あいちこうなんたんきだいがくがくちょう

）

シンポジウム 曽田
そ だ

忠宏
ただひろ

氏
し

（名古屋市
な ご や し

福祉
ふく し

のまちづくり推進
すいしん

委員会
いいんかい

委員長
いいんちょう

）、 

高間
たかま

睦
むつみ

氏
し

（中日
ちゅうにち

新聞
しんぶん

記者
きし ゃ

）、名古屋市
な ご や し

健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

 

コメンテーター 中田
なかた

 實
みのる

氏
し

（愛知江南短期大学学長
あいちこうなんたんきだいがくがくちょう

） 

司
し

 会
かい

 伊藤
いとう

葉子
よう こ

氏
し

（中京大学
ちゅうきょうだいがく

講師
こう し

） 

定
てい

 員
いん

 １８０人
にん

 

参加費
さ ん か ひ

 ２００円
えん

（資料代
しりょうだい

） 

主
しゅ

 催
さい

 福祉
ふくし

施設
しせ つ

を考
かんが

える会
かい

、愛知県
あいちけん

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連絡
れんらく

協議会
きょうぎかい

、ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

後
こう

 援
えん

 名古屋市
な ご や し

、名古屋市
な ご や し

社会
しゃかい

福祉
ふく し

協議会
きょうぎかい

、昭和区社会福祉協議会
しょうわくしゃかいふくしきょうぎかい

 

第２回 障害者と共に生きる社会（仮題） 
と き 平成

へいせい

２０年
ねん

５月
がつ

１７日
にち

（土
ど

） １３：３０～ 

ところ 昭和区
しょうわく

在宅
ざいたく

サービスセンター（昭和区社会福祉協議会
しょうわくしゃかいふくしきょうぎかい

） 研修室
けんしゅうしつ

 

第３回 昭和区の福祉まつりシンポジウム 
と き 平成

へいせい

２０年
ねん

６月
がつ

２９日
にち

（日
にち

） １３：００～ 

ところ 昭和区
しょうわく

役所
やくしょ

講堂
こうどう
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身近
みぢか

な人
ひと

の 命
いのち

を守
まも

る 

「ＡＥＤと救急救命
きゅうきゅうきゅうめい

セミナー」開催
かいさい

しました 
 

３月
がつ

８日
にち

にカトリック恵方町教会
えほうちょうきょうかい

にて「ＡＥＤ

と救 急 救 命
きゅうきゅうきゅうめい

セミナー」が行
おこな

われました。この

セミナーはＡＥＤを地域住民
ちいきじゅうみん

の方
かた

に広
ひろ

く知
し

ってい

ただくとともに、
 

いざというときのためにその

使用方法
しようほうほう

と救 急 救 命
きゅうきゅうきゅうめい

の基礎
き そ

を地域
ちい き

住民
じゅうみん

の方
かた

と

共にマスターしようとすることを目的
もくてき

に福祉
ふく し

施設
しせ つ

を考
かんが

える会
かい

（会長
かいちょう

 本山
もとやま

政雄
まさ お

氏
し

）とＡＪＵ自立
じり つ

の

家
いえ

が合同
ごうどう

で開催
かいさい

しました。
 

 

当日
とうじつ

は定員
ていいん

の１５名
めい

の地域
ちい き

の方々
かたがた

にご参加
さん か

いた

だき、昭和
しょうわ

消防署
しょうぼうしょ

の４人
にん

の隊員
たいいん

の方々
かたがた

から講習
こうしゅう

を受
う

け、参加者
さんかしゃ

は真剣
しんけん

に取
と

り組
く

んでいました。
 

 

はじめに心室
しんしつ

細動
さいどう

とは何
なに

か、愛・地球博
あいちきゅうはく

でのＡ

ＥＤの活用
かつよう

、具体的
ぐたいてき

な対処方法等
たいしょほうほうなど

を映像
えいぞう

や教本
きょうほん

で

確認
かくにん

し、次
つぎ

に３体
たい

の人体
じんたい

模型
もけ い

を使用
しよ う

し、初動
しょどう

の声
こえ

か

け、気道確保
きど う か く ほ

、心臓
しんぞう

マッサージ、ＡＥＤの使用
しよう

と

不測
ふそ く

の事態
じた い

を想定
そうてい

した講習
こうしゅう

が行
おこな

われました。 

はじめは意思確認
いし か く に ん

のかけ声
ごえ

が小
ちい

さかったり、周
まわ

りの人
ひと

への声
こえ

かけを忘
わす

れたり、気道
きど う

の確保
かく ほ

がなか

なか出来
で き

なかったりして、焦
あせ

ってしまう様子
よう す

が見
み

えましたが、繰
く

り返
かえ

し 行
おこな

うことで動作
どう さ

が的確
てきかく

に

出来
で き

るようになってきました。その顔
かお

は自信
じし ん

とも

見
み

える眼差
まな ざ

しでした。 

隊員
たいいん

からの指示
し じ

にある時
とき

は緊張
きんちょう

し、ある時
とき

は

笑顔
えが お

もこぼれ、途中
とちゅう

に緊急指令
きんきゅうしれい

が入り、隊員
たいいん

の３名
めい

が出動
しゅつどう

する事態
じた い

もありましたが適切
てきせつ

な指導
しど う

と

参加者
さんかしゃ

の 協 力
きょうりょく

により、あっという間
ま

に３時間
じか ん

あ

まりが過
す

ぎました。指導隊員
しどうたいいん

より修 了 書
しゅうりょうしょ

の授与
じゅ よ

があり、参加者
さんかしゃ

は 修 了 書
しゅうりょうしょ

を

手
て

に 取
と

り

救 急
きゅうきゅう

救命
きゅうめい

セ

ミナー 終 了
しゅうりょう

の満足感
まんぞくかん

を味
あじ

わってい
 

まし

た。
 

 

最後
さい ご

に福祉施設
ふく し し せ つ

を 考
かんが

える会事務局長
かいじむきょくちょう

の舟橋
ふなはし

さ

んから「今回
こんかい

、地域
ちい き

の人
ひと

に参加
さん か

してもらって、セ

ミナーができた。施設
しせつ

や社会資源
しゃかいしげん

を活用
かつよう

して頂
いただ

く

機会
きか い

を持
も

ててよかった。ＡＪＵの協 力
きょうりょく

のもとに、

今後
こん ご

も続
つづ

けていきたいと思
おも

います。今
いま

、新施設建設
しんしせつけんせつ

について、いろいろ話題
わだい

になっていますが、

『共生
きょうせい

』という言葉
こと ば

があるが、精神
せいしん

やいろんな

障害
しょうがい

をもった人
ひと

たちも一緒
いっしょ

に、共
とも

に生
い

きる社会
しゃかい

に

なったらいいと思
おも

います。」と結
むす

び、ＡＥＤと

救 急 救 命
きゅうきゅうきゅうめい

セミナーを終 了
しゅうりょう

しました。 
 

参加者
さんかしゃ

の声
こえ

 

この講習
こうしゅう

ではじめてＡＥＤを操作
そうさ

しました。もしこ

の講習
こうしゅう

を受
う

けていなかったら、人
ひと

が倒
たお

れていても慌
あわ

て

るだけで、どうしたらいいか分
わ

からないと思
おも

います。誰
だれ

かの命
いのち

が救
すく

われるということは、その人
ひと

だけでなく、

その人
ひと

の家族
かぞく

や周
まわ

りの人
ひと

たちも救
すく

われるということだ

と思
おも

います。こういう機会
きかい

をもっと増
ふ

やしてくり返
かえ

し

訓練
くんれん

し、一人
ひとり

でも多
おお

くの人
ひと

がＡＥＤや心肺蘇生
しんぱいそせい

のやり方
かた

を覚
おぼ

えて、「ありがとう」の涙
なみだ

が増
ふ

えるといいなと思
おも

い

ました。ご指導
しどう

、ありがとうございました。（30代女性
だいじょせい

） 

 

私
わたし

は 車
くるま

いすを使用
しよう

しているので、どこまで実習
じっしゅう

が

受
う

けられるのか不安
ふあん

でしたがＡＥＤと人形
にんぎょう

を使
つか

い実際
じっさい

のケースを想定
そうてい

しての実技
じつぎ

では緊張感
きんちょうかん

の大変漂
たいへんただよ

う

時間
じかん

となり緊急時
きんきゅうじ

には車
くるま

いすである事
こと

もあまり関係
かんけい

は

ないという雰囲気
ふ ん い き

になりました。 災害
さいがい

は誰
だれ

にでも起
お

こ

りうる事
こと

なので、もしもの時
どき

は誰
だれ

でもが身近
みじか

な人
ひと

の為
ため

に

自分
じぶん

の出来
で き

る事
こと

をなんでもいいから必
かなら

ずしなくてはな

らないと思
おも

いました。最後
さいご

に地域
ちいき

の方
かた

が、「今回
こんかい

のよう

に地域
ちいき

のための講習
こうしゅう

を地域
ちいき

の施設
しせつ

で開
ひら

く事
こと

に意義
い ぎ

があ

る」と言
い

っていたのが印象的
いんしょうてき

でした。（40代男性
だいだんせい

） 
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おしらせ 

法務局
ほうむきょく

の動
うご

きご存じですか？ 

 施設建設反対
しせつけんせつはんたい

ポスターと人権問題
じんけんもんだい

 

昨年
さくねん

２月
がつ

２５日
にち

、サマリアハウスの北側
きたがわ

と南側
みなみがわ

の道沿
みち ぞ

いの住宅
じゅうたく

に、施設
しせ つ

建設
けんせつ

反対
はんたい

のポスターが貼
は

られました。

寂
さび

しくも悲
かな

しいできごとです。 

障害
しょうがい

を持
も

った人がポスターを見
み

るたびに心
こころ

を痛
いた

めて

いました。地域
ちいき

に住
す

む障害者
しょうがいしゃ

自身
じし ん

が施設
しせ つ

建設
けんせつ

反対
はんたい

ポスタ

ーを外していただくように各家々
かくいえいえ

にお願
ねが

いにいきました

が聞
き

き入
い

れられることはありませんでした。 

心
こころ

を痛
いた

めた障害者
しょうがいしゃ

たちは「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべ つ

だから一日
いちにち

も早く
はや く

撤去
てっきょ

して 頂
いただ

きたい」と昨年
さくねん

６月
がつ

29日
にち

に

名古屋
な ご や

法務局
ほうむきょく

に自ら訴えました。障害者
しょうがいしゃ

のいる家族
かぞ く

は「私
わたし

たちはこの地域
ちい き

に住
す

んではいけないの？ 出
で

ていけということなの？」と涙
なみだ

が止
と

まらなかったそうです。 

法務局
ほうむきょく

は「人権
じんけん

侵害
しんがい

の疑
うたが

いがある」として、人権
じんけん

擁護部
よ う ご ぶ

から７月
がつ

ごろに聞
き

き取
と

りと現地
げん ち

調査
ちょうさ

がありま

した。そして、今年
ことし

１月
がつ

24日
55555

法務局
ほうむきょく

人権
じんけん

擁護部
よ う ご ぶ

から「地域
ちい き

に掲示
けい じ

してある建設
けんせつ

反対
はんたい

のポスターについて

は人権
じんけん

侵害
しんがい

の疑いがある」「啓発
けいはつ

という指導
しど う

を町内会
ちょうないかい

に行
おこな

います」という連絡
れんらく

がＡＪＵにありました。 

町内会
ちょうないかい

の行為
こう い

に対
たい

して国
くに

の機関
きか ん

から指導
しど う

が入り、障害者
しょうがいしゃ

など弱
よわ

い立場
たち ば

の人
ひと

たちへの配慮
はいりょ

がうながさ

れたことは、少なくとも障害者
しょうがいしゃ

にとって一歩
いっ ぽ

前進
ぜんしん

となりました。 

これでポスターがはずされ、障害者
しょうがいしゃ

自身や障害者
しょうがいしゃ

のいる家族
かぞ く

の方々
かたがた

の心
こころ

の痛
いた

みが少
すこ

しでもやわらぐ

と胸
むね

をなでおろしました。ところが、いまだにポスターを貼
は

っている住宅
じゅうたく

の方
かた

は人権
じんけん

擁護部
よ う ご ぶ

からの通達
つうたつ

がないのでしょうか。その通達
つうたつ

に気
き

づいていないのかわかりませんが現在
げんざい

もポスターは貼
は

られたままで

す。 

 

 

 

多機能型
た き の う が た

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

を一緒
いっしょ

に考
かんが

えませんか 

地域
ちいき

住民
じゅうみん

の方
かた

から、多機能型
たき の う が た

福祉
ふく し

施設
しせ つ

問題
もんだい

について、反対
はんたい

の人
ひと

も、賛成
さんせい

の人
ひと

も一緒
いっしょ

に考え
かんが

しまし

ょうという動きが起こっています。福祉
ふくし

施設
しせ つ

を考え
かんが

る会
かい

（会長
かいちょう

 本山
もとやま

政雄
まさ お

さん）から地域
ちい き

説明会
せつめいかい

の開催
かいさい

の案内
あんない

が届
とど

きましたのでお知
し

らせします。 

 

日時
にち じ

 ３月
がつ

２５日
にち

（火
か

）１９時
じ

～２０時
じ

３０分
ぷん

（受付
うけつけ

１８時
じ

３０分
ぷん

） 

会場
かいじょう

 昭和区
しょうわく

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター 視聴覚室
しちょうかくしつ

 

内容
ないよう

 名古屋市
な ご や し

、自立
じり つ

の家
いえ

による施設
しせ つ

建設
けんせつ

の説明
せつめい

。障害者
しょうがいしゃ

の発言
はつげん

、自由
じゆ う

な話
はな

し合
あ

い。 

主催
しゅさい

 福祉
ふく し

施設
しせ つ

を考え
かんが

る会
かい

 TEL/FAX ０５２－７３１－２７４９（舟橋
ふなばし

） 
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社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

 名古屋市
な ご や し

昭和区
しょうわく

恵方町
えほうちょう

２－１５ 

常 務 理 事
じ ょ う む り じ

 山田昭義
やまだあきよし

 TEL ８４１－５５５４ 

施設準備室
しせつじゅんびしつ

 鬼頭義徳
きとうよしのり

、小山秀隆
こやまひでたか

 FAX ８４１－２２２１ 

 ｉｎｆｏ＠ａｊｕ－ｃｉｌ．ｃｏｍ 

おまちして

おります。 

ひとりで苦
くる

しんでいませんか？ 

名古屋
な ご や

うつ病友
びょうとも

の会
かい

では、毎月
まいつき

、昭和区
しょうわく

恵方町
えほうちょう

のサマリアハウスにて定例会
ていれいかい

を開催
かいさい

しています。

定例会
ていれいかい

では、自分
じぶ ん

の症 状
しょうじょう

や近況
きんきょう

を話
はな

したり、他人
たに ん

の症 状
しょうじょう

や悩
なや

みを聞
き

くことによって、自分
じぶん

だ

けがこの病気
びょうき

で苦
くる

しんでいるのではないと自覚
じかく

し、仲間
なか ま

との交流
こうりゅう

をもつことで、孤独
こどく

から開放
かいほう

され

るような取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。ぜひ、ご参加
さんか

ください。 

また、不定期
ふ て い き

ですが、精神科医
せい し ん か い

、精神
せいしん

保健
ほけ ん

福祉士
ふ く し し

、ケースワーカー、臨床
りんしょう

心理士
し ん り し

等
など

の専門家
せんもんか

によ

る話
はな

し合
あ

いなどを行
おこな

っています。 

 

開催日
かいさいび

  毎月
まいつき

、原則
げんそく

第
だい

１日曜日
にちようび

の１３：００～１６：００ 

場
ば

 所
しょ

  ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

サマリアハウス 

昭和区
しょうわく

恵方町
えほうちょう

2-15 ＴＥＬ ０５２－８４１－５５５４ 

会
かい

 費
ひ

  １回
かい

につき５００円
えん

（通信費
つうしんひ

、資料代
しりょうだい

、講師
こう し

依頼費
い ら い ひ

などとして） 

問
と

い合
あ

わせ・申込
もうしこみ

 名古屋
な ご や

うつ病友
びょうとも

の会
かい

 代表
だいひょう

 伊藤
いと う

訓之
のりゆき

 

TEL/FAX ０５６５－３１－９０６７ 携帯
けいたい

 ０９０－１７８８－０４１１ 

精神保健福祉講演会
せいしんほけんふくしこうえんかい

のおしらせ ～地域
ちいき

社会
しゃかい

で安心
あんしん

して暮
く

らしていくために～

近年
きんねん

の精神
せいしん

医学
いが く

の進歩
しん ぽ

により、多数
たす う

の当事者
とうじしゃ

が地域
ちい き

で暮
く

らすことが可能
かの う

になってきました。しかし、

病気
びょうき

に対
たい

する誤解
ごか い

や偏見
へんけん

等
とう

により『地域
ちい き

で自分
じぶ ん

らしく』暮
く

らせないことが多
おお

いのも事実
じじ つ

です。この

講演会
こうえんかい

では当事者
とうじしゃ

の講演
こうえん

を通
とお

して、どうしたら障害
しょうがい

のある私
わたし

たちが、地域
ちい き

の人々
ひとびと

とともに地域
ちい き

社会
しゃかい

で暮
く

らすことができるのかを考え
かんが

ていきます。 

日時
にち じ

 ３月
がつ

２３日
にち

（日
にち

） １３：００～１６：００ 

場所
ばし ょ

 ＡＪＵ自立
じり つ

の家
いえ

サマリアハウス 

名古屋市
な ご や し

昭和区
しょうわく

恵方町
えほうちょう

2-15 ＴＥＬ ０５２－８４１－５５５４ 

企画
きか く

・主催
しゅさい

 名古屋
な ご や

うつ病友
びょうとも

の会事務局
かいじむきょく

 （伊藤
いと う

） 

TEL /FAX ０５６５－３１－９０６７ 携帯
けいたい

 ０９０－１７８８－０４１１ 

後援
こうえん

 NPO法人
ほうじん

 草
くさ

のネット、社会
しゃかい

福祉
ふく し

法人
ほうじん

AJU自立
じり つ

の家
いえ

 

助成
じょせい

 NPO法人
ほうじん

 全国
ぜんこく

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連合会
れんごうかい

(日本
にほ ん

財団
ざいだん

) 


